
令和２年第４回月形町議会定例会一般質問通告書

順番 １ 質問者 東 出 善 幸
発言

時間

答弁を求

める者
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 「つきがたデザイン」

との連携等について

町民有志が、町の過疎化にブレーキをかけ、わ

くわく感のあるまちづくりを理念に、まちづくり

団体「つきがたデザイン」を立ち上げた。今まで

も行政でまちづくりを進めるための会議は開催

されてきたが、町民自ら立ち上げた団体は初めて

であり、大変意義があると思う。ワークショップ

形式で行う「２０３０会議」は既に初回は開かれ、

現状や課題を洗い出し、課題整理を行い、解決方

法を探りまちづくりをデザインする予定である。

そこで次について伺う。

１ 町長はこの団体が、今後のまちづくりを進め

るにあたり、どのような位置づけになると考え

ているか。

２ 協働のまちづくりを進めるためにも、行政が

主となり各団体、特に商工会・ＪＡや町民有志

が立ち上げた「つきがたデザイン」等と連携が

大事だと思うが、いかがか。

３ 「つきがたデザイン」が将来的なまちづくり

に係る方策を発表すると思うが、町長は今後４

年間で特に進めたい地域活性化のための具体

的な施策は考えているか。

３０分 町 長
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順番 ２ 質問者 松 田 順 一
発言

時間

答弁を求

める者
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 学校及び町立図書館で

の「電子図書館」につい

て

月形町では近く、児童・生徒が１台ずつタブレッ

ト端末を使えるようになる。

初等中等教育段階の学校向けや公共図書館でサ

ービスする電子書籍の貸し出し事業者も複数ある

という。この事業者への代金を図書館・自治体・学

校が負担することで、利用者は無料で読める。

コロナ禍でもあり、導入できないか伺いたい。

２０分 教育長
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順番 ３ 質問者 大 釜 登
発言

時間

答弁を求

める者
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 除雪対策について 現在、本町の除雪業務は地元の委託業者によっ

て行われていますが、年々、運転手の確保が厳し

く、今後はなり手不足により除雪体制に支障が生

じる事が懸念されます。

その為、業者では免許取得費用の一部を助成し

人材確保に努めているところですが、発注側とし

ても業者と連携し人材育成の為の助成制度を検

討してはどうか、考えを伺いたい。

３０分 町 長
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順番 ４ 質問者 楠 順 一
発言

時間

答弁を求

める者
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

１ 上坂町政２期目に当

たっての課題について

（１）国の地方創生関係交

付金の活用について

（２）「官民協働」の推進

について

今回の選挙で上坂町長は町民から大きな支持

を受けて再選したが、この結果は、上坂町政１期

４年間の評価であるとともに、「挑戦」を掲げた

上坂町長の２期目への大きな期待であると考え

る。それに応えるためには具体的に目に見える形

で成果を示すことが必要と思われるが、町長は何

を主要な課題と捉えて実現に向かうのか伺いた

い。

その上で

国は「地方版総合戦略に基づく、地方公共団体

の自主的・主体的で先導的な事業を支援」すると

して様々なメニューを提示して取り組みを促し

ている。加えて「マンパワーの課題がある小規模

町村には、企画業務等を支援するとともに、申請

に係る作業の合理化を図る」としている。本町に

おいてもこうした交付金の活用に向けて「挑戦」

すべきと考えるが、町長の認識を伺いたい。

国の地方創生関係の支援対象事業の「先導的要

素」の一つとして「官民協働」が掲げられている。

本町においては、これまでの各種審議会に参加し

た町民により活発な論議が交わされており、その

中にまちづくりに関心を持ち、自ら行動を開始す

る町民もいると聞く。こうした「民」の動きを支

援し、「官民協働」の担い手を育てるべきと思う

が、町長の認識を伺いたい。

４０分 町 長

２ 小中一貫教育への取

組みについて

教育長は、本年度の「教育行政執行方針」にお

いて「将来の『小中一貫教育』の導入に向け、小・

中学校合同の協議会を設置」し「学校運営協議会、

教育振興会それぞれに一貫教育部会を設け、小中

一貫教育導入に向けて準備を進め」るとしたが、

現時点での進捗状況と今後の見通しについて伺

いたい。

２０分 教育長


